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≪幹事会のうごき≫  平成 30年 10月 12日（金）15:00～17:00に一般財団法人日本水産油脂協会新館において

平成 30年度第 6回幹事会が開催された。 

・9月 18日に開催された研修会および 10月 3日から 5日まで開催された「食品開発展 2018」について、事務局

より報告があった。 

・10月 24日（水）に開催される第 20回公開講演会について、最終的な打合せが行われた。 

株式会社明治  中村 健太郎 

ついに東京都中央卸売市場築地市場（通称：築地市場）が閉場し、10月 11日に豊洲市場が開場いたしました。

市場移転前から様々な問題でワイドショーを賑わせていた豊洲市場ですが、開場してからも車両の駐車や渋滞発

生、店舗スペースの使い勝手の悪さ等、様々な問題が噴出しているようです。 

一方、閉場した築地市場では、市場に住み着いていたねずみの引っ越しが大きな問題になっているようです。

専門家によると築地市場に生息しているねずみの数は 1 万匹にも上るとのこと。築地市場の営業が終われば、そ

のねずみたちの餌が不足するため、餌を求めて外への流出が始まると考えられています。これに対して、東京都

は、毒餌を撒いたり、ネズミ捕りを設置したり、ねずみの一斉駆除を何回も行ったりと対策を講じているようです。

相手となる築地のねずみですが、食環境を考えると魚をいっぱい食べて育ったと思われます。魚に多く含まれるオ

メガ 3 脂肪酸には精神的な落ち着きをもたらす効果が報告されていますので、もしかすると築地のねずみは普通

のねずみよりも大人しく、捕獲が容易かもしれません。しかしながら、オメガ 3 脂肪酸には脳や神経の発達を促す

効果、いわゆる「頭をよくする」効果も言われていますので、普通のねずみよりも賢く、簡単には罠にかからないか

もしれません。どちらのねずみが多いかは分かりませんが、築地の近隣には世界中から観光客が集まる銀座もあ

りますので、築地周辺の町がねずみに荒らされないようにしっかりと対策を講じて欲しいと願うばかりです。 

ちなみに問題噴出の豊洲市場ですが、観光の面では楽しめそうです。場内は見学者用コースが設置されており、

無料かつ予約不要で、競りが行われる卸売場の様子を見ることができるそうです。また、市場内には飲食店街が

あり、そこには築地市場内にあった飲食店の一部もやって来ていますので、築地場内の老舗の味も存分に楽しむ

ことが出来ます。さらには、屋上にある緑化広場では夜景も楽しめるようですし、市場の周りをぐるりと囲む公園も

あって子供も大人も楽しめそうです。今後、新しい観光スポットになりそうな豊洲市場、ゆりかもめの市場前駅から

すぐのようですので、ご興味のある方は訪れてみてはいかがでしょうか。 

 DHA・EPA協議会 
〒151-0062 

東京都渋谷区元代々木町 32-7 

一般財団法人日本水産油脂協会内 
ＴＥＬ＆ＦＡＸ: 03-3469-6931 
ＵＲＬ: http://www.dhaepa.org/ 
E-mail: dha_epa@par.odn.ne.jp 


